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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】

2026年　6月号

～京ことば「たんと」～

「たんと食べて、はよ元気になりや」の「たんと」とは、「たくさん」という意味です。

「たくさん」という意味で使う言葉には、ほかにも「ぎょうさん」や「ようけ」があります。

その中でも「たんと」は、京ことばらしい言葉といえます。なぜなら「ぎょうさん」や

「ようけ」は、関西圏で広く使われており、今の若い人でもまだ使っていますが、

「たんと」という言葉は、今の若い人からはほとんど聞かれなくなったからです。　

「たんと」は、冒頭のように、どちらかというと量的な多さに使う場合に使われる

ことが多い言葉です。それに対して「ぎょうさん」は、漢字で表すと「仰山」となり、

数が多いという意味です。「ぎょうさんの人」「ぎょうさんのりんご」など、数えられる

ものに使われます。また「ようけ」は、漢字では「余計」と書き、必要以上に有り余る

様子を表す時に使われます。この３つの言葉はいずれも共通語では「たくさん」と

表されますが、京都では、量の多さには「たんと」、数の多さには「ぎょうさん」、

そして、余分にあり過ぎる状態には「ようけ」と使い分けていました。今でも、京都の

町のふとした会話の中で、こうした言葉を耳にすることがあるかもしれませんね。


